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Research Abstract (1)HP1γ変異マウスの始原⽣殖細胞(PGC)の解析 
HP1γはメチル化ヒストン(H3K9me)に結合するエピジェネティック制御因⼦の⼀つである。22年度はHP1γ変異マウスにおいてPGCの数が少ない原因をさらに
追及した。PGCの運命決定や⽣殖隆起への移動,細胞死,ヒストン修飾に異常はなく,PGCの増殖に問題があることを明らかにした。E12.5の増殖期のHP1γ変異
PGCはBrdUの取込みが有意に低下しており,フローサイトメトリーの解析からもHP1γ変異PGCはG1期に集積しており,S期への移⾏が抑制されていた。様々な細
胞周期制御因⼦を解析したところ,HP1γ変異胚ではサイクリン依存性キナーゼ阻害活性を持つp21(Cip)を発現するPGCの割合が増加し,p21の集積がG1/S期移⾏
の遅延を引き起こしている可能性が⽰唆された。しかしながらE11.5の野⽣型PGCとHP1γ変異PGCとのマイクロアレイ解析では,他の細胞周期制御遺伝⼦の発現
に有意な違いは⾒られなかった。以上の結果をまとめて論⽂を投稿したところ,いくつかの追加実験を求められた。特にPGCの数の減少が最初に認められる
E7.25のHP1γ変異PGCでもBrdUの取込みが低下していること,PGCのin vitro培養系でもHP1γ変異PGCの増殖が低下していることを明らかにして再投稿を⾏っ
た。 
(2)ヒストン脱メチル化酵素の⽋損マウスの作製 
ヒストンのメチル化はエピジェネティックな制御の中⼼的な役割を果たしているが,脱メチル化酵素はまだ不明な点が多い。⼆つの脱メチル化酵素遺伝⼦につい
ていわゆるfloxマウスを作製し,TNAPCreマウスと交配することにより,⽣殖細胞特異的に⽋損したマウスを作製している。これらの⽣殖細胞の解析は,次の2年間
の本特定領域の研究テーマとして解析を進める予定である。
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